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青空と緑と産業のまち昭和町

親子仲よく
クレープ作り/

みんなで料理をする楽しさ、食べ物の大切さなどを学んでもらおうと、栄養

改善推進員会による「春休み親子料理教室」が3月27日総合会館で開かれま

した。

この日は、 25組50人ガ参加し、子供達にも人気のあるクレープに親子で

挑戦しましだ。チビツ子達は、慣れないクレープ作りに悪戦苦闘気味。でも、

お白さんや栄養改善推進員のみなさんに教えてもらいながら、イチゴを切っ疋

り、卵をといだりして¥おいしそうなクレープを作り上げましだ。

出来上がったクレープに子供達は大満足O 春休みのひととき、クレープと親

子で作る楽しさを昧わいました。

1990 

NO.151 

(町の人口)

男 6，303人(+13) 

女 6，050人(+33) 

計 12，353人(+46) 

世帯数 4，033戸 (+31)

4月 1日現在。()内は前月比

町の鳥=ひばり

町の花=れんげ

町の木=乙女椿
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三
月
の
定
例
議
会
で
平
成
二
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
当
初
予
算

が
議
決
さ
れ
、
こ
の
予
算
を
も
と
に
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
先
月
号
に
引
き
続
き
「
魅
力
あ
る
平
成
二
年
度
予
算
は
|

⑧
」
と
題
し
、
表
や
ク
ラ
フ
な
ど
を
使
っ
て
予
算
内
容
を
具
体
的
に
ご
紹
介

し
ま
す
。
予
算
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
を
上
手
に
や
り
く
り
し
て
有

効
に
使
っ
て
い
こ
う
と
す
る
間
"
つ
く
り
へ
の
プ
ラ
ン
で
す
。

本
年
度
も
「
心
の
か
よ
う
豊
か
な
住
み
よ
い
町

ψ

つ
く
り
」
を
目
指
し
て
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
、

ま
た
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
予
算
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

町
の
今
年
の
予
算
は
、
総
額
で
四
十

八
億
二
千
百
五
万
六
千
円
。
前
年
度
に

比
べ
て
一
億
三
千
五
十

一
万
七
千
円

(一
了
六
%
)
減
少
し
ま
し
た
。

内
訳
は
、
一
般
会
計
が
三
十
三
億
一

千
九
百
十
四
万
二
千
円
で
三
億

一
千
百

九
十
五
万
五
千
円
(
八
・
六
%
)
の
減

町民総参加の対話町政で

l山のかよう豊かな

住みよい町づくり~

少
。
こ
れ
は
、
前
年
度
、
第
三
小
学
校

の
建
設
用
地
の
取
得
や
町
立
図
書
館
建

設
の
た
め
の
経
費
を
計
上
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
、
実
質
的
に
は
、
ほ
ぽ
平

年
度
並
み
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
四
つ
の

平成2年度会計別予算額

( )内前年対比

一般会計

特
別
会
計
は
、
十
五
億
百
九
十
一
万
四

千
円
で
前
年
度
よ
り
一
億
八
千
百
四
十

三
万
八
千
円
(
十
三
・
七
%
)
増
加
し

ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
町
税
が
二
十
五
億
六
千

六
百
二
十
一
万
九
千
円
で
全
体
の
七

七
・
三
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
税
収
入

は
、
町
民
税
・
固
定
資
産
税
と
も
法
人

関
係
税
の
伸
び
を
中
心
に
こ
こ
数
年
順

調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内

に
鉱
泉
浴
場
な
ど
が
新
し
く
建
設
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
本
年
度
か
ら
入
湯
税

を
新
設
し
、
見
込
額
百
五
十
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
町
の
借
金
で
あ
る
町
債

に
つ
い
て
は
、
西
条
地
区
児
童
館
の
建

設
の
た
め
一
千
七
百
万
円
を
計
上
。
地

33億1，914万E千円

(8.6%減)

5億 1，639万4千円

(3.2%増)

4億 4，417万4千円

(13.4%増)

5億 3，314万B千円

(26. 7%増)

820万円

(5.8%増)

48億 2，105万 B千円

(2.6%減)

国民健康保険特別会計

渇水対策事業特別会計

下水道事業特別会計

老人保健特別会計

額総

方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
七

年
連
続
し
て
見
込
ん
で
い
ま
せ
ん
。

一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
土
木
費

が
八
億
八
千
八
百
八
十
九
万
一
千
円
で

三
千
八
百
八
十
三
万
四
千
円
(
四
・

二
%
)
の
減
少
と
な
っ
た
も
の
の
全
体

の
二
六
・
八
%
を
占
め
ト
ッ
プ
と
な
り

ま
し
た
。
前
年
度
、
ト
ッ
プ
を
占
め
て

い
た
教
育
費
は
、
五
億
四
千
七
百
四
十

二
万
五
千
円
で
五
三
・
八
%
の
大
幅
減

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
前
年
度
、

第
三
小
学
校
建
設
用
地
の
取
得
費
、
町

立
図
書
館
建
設
関
係
費
を
計
上
し
て
い

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
本
年
度
は
総

務
費
に
続
い
て
第
三
位
の
座
と
な
り
ま

し
た
。
(
歳
出
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
次
の
ぺ

l
ジ
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。
)

昭和61年度

昭和62年度

平成元年度

平成 2年度

総務費一11一主木費

52，818円 11 71，958円

窓口サービスや広報紙 II 道路舗装や河川整備・

の発行・選挙・統計・町 II 住宅建設・土地区画整理

育財産管理・人件費怠ど II や公園などの費用

の費用 一庄司万一ヒコー邑

開脚
3Wf主

〔町民 1人当りにかかるお金】

総 額

268，691円

広報しようわ ② 平成2.5.I 



魅力ある平成 2年度予算一一②

• 量f¥予
@な@んと@っしょにつ@ろう⑤きいきタウン@ょうわちょう@l世紀への つり

33億1 ，B~14万包千円

土木費

8億8，889万 1千円

(26.8%) 

総務費

6億5，246万3千円

(19. 7%) 
歳出

33億
1，914万
2千円

(構成比%)

民生費

3億5，121万2千円

(10.6%) 

教育費

5億4，742万5千円

(16.5%) 

農林水産業費

2億9，776万2千円 (9%) 

公債費

2億3，177万1千円 (7%) 

衛生費

1億4，910万5千円 (4.5%)

消防費

1億2，248万4千円 (3.7%) 

議会費

6，179万円(1.9%) 

その他
1， 623万9千円 (0.3%)

町たばこ税

6，949万5千円

(2. 7%) 
固定資産税

13億3，363万 1千円

(52%) 
その他
1， 245万4千円

(0.5%) 

33億
1，914万
2千円

国庫支出金

2億6，575万 7千円

(8 %) 

繰入金

1億5，378万2千円

(4.6%) 

県支出金 8， 760万7千円

(2.6%) 

地方譲与税 8，600万円

(2.6%) 

分担金及び負担金 3，821万6千円

(1. 2%) 

使用料及び手数料 3，492万5千円

(1. 1%) 

その他 8，663万6千円

(2.6%) 

53，U日「42，Zァ5日「本訪日「Z，343円

同

駅

、

振

・

用

の

会

費

業

議

の

工
・
ど
・

商

防

な

-

や
消
家
，

業

・

の

農

光

人
観

婦

予防接種や成人病対策

.ゴミ処理・公害対策・

人間ドックなどの費用

③ 広報しようわ 平成2.5.I 

老人・身障者・白子福

祉のまちづくり、児童手

当・保育所などの費用

学校施設整備や文化・

スポーツ活動など青少年

対策・学校給食の費用



何
に
、
ど
う
使
う
の
?

一般会計

33億1，914万2千円

今
年
度
の
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
三
十
三
億
一

千
九
百
十
四
万
二
千
円
。

そ
れ
に
し
て
も
ば
く
大
な

お
金
で
す
。
み
な
さ
ん
が
納

め
た
こ
の
大
切
な
お
金
は
、

い
っ
た
い
ど
こ
に
ど
う
使
わ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
お
も

な
使
い
み
ち
を
費
目
別
に

ま
と
め
て
み
ま
し
た
の
で
、

ご
一
読
く
だ
さ
い
。

土木費

81:意8，889万1千円

V
身
近
な
環
境
整
備
の
た
め
町
道
・
都

市
計
画
街
路
・
河
川
水
路
な
ど
の
改
良

整
備
に
約
六
億
一
千
百
七
十
三
万
円

V
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
土

地
区
画
整
理
事
業
に
約
一
千
四
百
六
万

円V
今
年
度
で
工
事
終
了
と
な
る
町
営
住

宅
地
内
の
縁
石
及
び
舗
装
の
補
修
工
事

に
約
七
百
五
十
万
円

V
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
着
々
と
進
ん

で
い
る
下
水
道
事
業
に
約
七
千
五
百
六

十
五
万
円

V
町
内
に
あ
る
公
園
の
管
理
に
約
百
万

総務費

jζ薗 có...~ì
ふ~- ¥::;'-'ノ

61:意5，246万3千円

V
多
様
化
し
、
増
大
す
る
行
政
需
要
に

よ
り
役
場
庁
舎
を
一
部
三
階
建
て
に

す
る
た
め
の
増
築
工
事
関
係
に
約

一

億
二
千
六
百
万
円

V
町
税
・
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
電

算
化
に
と
も
な
う

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

借
上
げ
、
保
守
管
理
費
に
約

一
千
八
百

一
万
円

V
第
二
回
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ

い
祭
り

(
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
委
員
会
補

助
金
)
に
約

一
千
七
百
万
円

V
昨
年
の
五
月
に

オ
ー
プ

ン
し
た
町

営
保
健
休
養
施
設

「リ
ゾ
ー
ト
昭
和
」

の
運
営
に
約

一
千
八
百
十
四
万
円

V
農
業
委
員
会
委
員
選
、
町
長
選
、
知

事
選
な
ど
の
選
挙
費
に
約
六
百
八
十

七
万
円

V
明
る
い
街
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

交
通
安
全
施
設
や
街
灯
の
設
置
費
や

ロ
l
ド
フ
ラ
ッ
シ
ャ

l
、
交
通
安
全
指

導
車
の
購
入
費
な
ど
に
約
一
千
五
十

五
万
円
。

V
本
年
度
は
、
五
年
に
一
度
の
国
勢
調

査
の
年
に
あ
た
る
た
め
指
定
統
計
調

査
費
に
約
三
百
七
十
八
万
円

~まちづくりは、まず人づくりから一一教育環境の充実をはかる
ため、今年度、西条地区に児童館を建設するなど教育施設を整
備充実させる一方、幼児教育や青少年の健全育成に努めます。

のど
す

な
ま
す

園
き
ま

公
い

い
て
て

道

れ

つ

水
入
な

下
を
と

.
力
プ

路
も
ツ

道
ら
ト

、
か
め

し
れ
占

V
押
原
小
学
校
の
教
室
棟
へ
の
暖
房
機
指
こ
を

自

に

%

器
の
設
置
に
約
六
百
五
十
九
万
円
を
備
J

nJ較
正
洋
」

V
西
条
小
学
校
へ
の
倉
庫
建
設
、
防
球
く
の
の

づ
境
体

ネ
ッ
ト
の
設
置
、
西
門
の
改
修
な
ど
に
ち
時
全

約

九

百

五

十

八

万

円

い

い

生

は

よ
な
費

V
押
原
中
学
校
校
舎
内
部
の
模
様
替
み
近
木

住
身

土

え
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
、
教
科
書
改
訂

v

に
よ
る
教
材
備
品
購
入
な
ど
に
約
四
千

五
百
二
十
六
万
円

V
第
三
小
学
校
の
用
地
造
成
に
約
三
千

二
百
五
十
万
円

V
今
年
度
、
新
た
に
国
際
社
会
に
対
応

し
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
広
く
見
聞
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
民
間
交
流
海
外

派
遣
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
親
子
の

縁
日
・
文
化
協
会
の
活
動
の
充
実
・
青

少
年
対
策
町
民
会
議
の
強
化
・
町
立
図

書
館
へ
の
図
書
資
料
の
整
備
充
実
と
庭

園
整
備
な
ど
に
約
一
億
四
千
二
十
六
万

円V
町
民
の
み
な
さ
ん
の
体
位
向
上
と

一

人

一
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
体
育
振
興
の
た
め

体
育
協
会
へ
の
援
助
強
化
を
初
め
、
各

種
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
、
地
域
体

育
行
事
へ
の
助
成
な
ど
に
約
七
千
八
百

三
十
八
万
円

V
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
今
年
度
建
設
が
予
定
さ
れ

て
い
る
西
条
児
童
館
建
設
関
係
に
約
七

千
七
十
万
円

教育費

51:意4，742万5千円

3億5，121万2千円

民生費

/
 、3

、

V
社
会
福
祉
充
実
の
た
め
心
身
障
害
児
・

者
、
寝
た
き
り
老
人
な
ど
の
介
護
子
当
の

支
給
に
約
二
百
四
十
万
円

V
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
助
成
に
約
五

百
八
十
一
万
円

V
老
人
・
重
度
心
身
障
害
者
、
母
子
家

庭
医
療
費
扶
助
に
約
一
千
五
百
五
十
八

万
円

V
今
年
度
か
ら
新
た
に
八
十
五
歳
以
上

の
老
人
を
対
象
に
牛
乳
サ
ー
ビ

ス
を
実

施
す
る
た
め
の
費
用
と
し
て
約
二
百
三

十
万
円

V
総
合
会
館
二
階
の

一
部
増
築
と
総
合

会
館
前
ゲ
!
ト
ボ
ー
ル
場
の
夜
間
照
明

の
設
置
に
約
二
千
百
二
十
七
万
円



輸品
2億9，776万2千円

農林水産業費

V
身
近
な
環
境
整
備
に
重
点
を
置
き
な

が
ら
、
農
道
・
用
排
水
路
の
改
良
工
事

を
実
施
す
る
た
め
に
約
二
億
六
百
五
十

万
円

V
水
田
農
業
確
立
対
策
事
業
や
居
住
環

境
の
変
化
に
よ
る
畜
産
公
害
な
ど
の
対

策
に
約

一
千
五
百
九
十
九
万
円

V
玉
穂
町
と
の
境
界
農
道
の
改
良
整
備

を
進
め
る
た
め
の
用
地
取
得
と
継
続
事

業
に
対
す
る
工
事
負
担
金
な
ど
に
約
一

千
百
六
十
万
円

衛生費

1億4，910万5千円

V
中
巨
摩
広
域
組
合
へ
の
負
担
金
と
ご

み
収
集
小
屋
の
設
置
や
補
修
に
約
四
千

六
百
七
万
円

V
不
法
投
棄
・
粗
大
ご
み
を
含
む
ご
み

な
ど
の
収
集
業
務
委
託
に
約
一
千
七
百

五
十
万
円

V
母
子
保
健
、
一
歳
六
カ
月
児
健
康
診

査
、
三
歳
児
健
康
診
査
、
麻
し
ん
、
結

核
を
含
む
各
種
予
防
事
業
に
約
三
千
四

百
九
十
万
円

V
主
要
河
川
の
水
質
検
査
の
実
施
に
約

百
十
三
万
円

V
生
ご
み
処
理
器
の
購
入
助
成
に
約
五

十
七
万
円

1億2，248万4千円

消防費

V
常
備
消
防
や
救
急
活
動
な
ど
甲
府
広

域
消
防
へ
の
負
担
金
な
ど
に
約
九
千
八

百
九
十
七
万
円

V
消
防
用
指
令
車
の
新
規
購
入
に
約
二

百
二
十
二
万
円

V
防
災
行
政
無
線
車
載
用
無
線
機
の
追

加
購
入
な
ど
に
約
四
百
四
十
六
万
円

〈
そ
の
他
〉

・
公
債
費

二
億
三
千
百
七
十
七
万
一

千
円

V
第
三
小
学
校
建
設
用
地
の
取
得
や
道

路
を
つ
く
る
た
め
の
資
金
と
し
て
町
が

借
り
た
お
金
の
返
済
に
二
億
三
千
百
七

十
七
万

一
千
円

-
議
会
費
六
千
百
七
十
九
万
円

V
議
会
の
運
営
費
や
議
員
手
当
な
ど
に

六
千
百
七
十
九
万
円

-
商
工
費
九
百
八
十
万
五
千
円

V
商
工
会
育
成
事
業
や
活
力
あ
る
商
庖

街
づ
く
り
に
約
六
百
五
十
五
万
円

V
好
評
の
続
く
海
の
家
休
憩
・
宿
泊
料

の
助
成
に
約
二
百
九
十
四
万
円

-
労
働
費
九
十
三
万
二
千
円

V
各
種
教
室
(
料
理
、

着
付
け
、
ワ
ー

プ
ロ
、
手
編
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
)
や

教
養
講
座
な
ど
働
く
婦
人
の
家
の
管
理

運
営
に
九
十
三
万
二
千
円

-

内
容
を
間
違
え
て
い
た
こ
と
に
気
が

一

つ
い
た
1

1

こ
ん
な
と
き
は
、
次

一

の
よ
う
な
方
法
で
間
違
い
を
訂
正
す

↑

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
多
<
申
告
し
だ

一

と

き

は

一
寸
更
正
の
請
求
L

を

一

所
得
金
額
、
所
得
控
除
額
、
税
額

一

控
除
額
の
間
違
い
や
計
算
間
違
い
な

一

ど
で
、
税
額
を
多
く
計
算
し
て
い
た

一

こ
と
に
気
が
つ
い
た
場
合
は
、
「
更
正

一

の
請
求
」
を
し
て
正
し
い
つ
|

一

税
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
ム
主
主

w
I
A
A
B
£

一

で

き

ま

す

。

一

脅

え

は

2
Iカ

一
税
十
日
日
日
間
げ
い
一
間
違
つ

一

更
正
の
請
求
書
に
必
要
な
「
i
i
i

一

事
項
、
金
額
を
記
入
し
て
提
出
す
る

一

も
の
で
、
税
務
署
が
そ
の
内
容
を
正

一

当
と
認
め
た
と
き
は
、
納
め
過
ぎ
の

一

税
金
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

乃
日

一

(引制

一
コ一

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
に
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て
い

た
と
き
は
、
直
ち
に
確
定
申
告
(
期

限
後
申
告
)
を
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
後
申
告
も
、
修
正
申
告
と
同

様
、
税
務
署
の
調
査
の
前
に
な
る
べ

く
早
く
自
主
的
に
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
期
限
後
申
告
を
す
る
と
、
不

ー
ー
」
足
分
の
税
金
の
ほ
か
に
、

一
期
限
後
申
告
に
よ
り
納
付

一
す
べ
き
税
額
の

一
五
%
の

.

.

 

!

l

t

・
一
無
申
告
加
算
税
を
納
め
な

と
ミ
一
こ
い
-
ミ
-
一

可
t

J

J

y

y

-、
、
ョ
£
一
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

l
i
lし
税
務
署
の
調
査
を
受
け
る

前
に
自
主
的
に
申
告
す
る
と
、
無
申

告
加
算
税
は
五
%
に
軽
減
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
修
正
申
告
お
よ
び
期
限

後
申
告
に
よ
っ
て
新
た
に
納
め
る
こ

と
に
な
っ
た
税
額
は
、
申
告
書
を
提

出
す
る
日
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
そ
の
税
額
に
は
、
三
月
十
六
日

(
納
期
限
の
翌
日
)
か
ら
納
付
す
る

日
ま
で
の
期
限
に
つ
い
て
、
年
一
四
・

六
%
の
割
合
で
延
滞
税
が
か
か
り
ま

す
の
で
一
緒
に
納
め
て
く
だ
さ
い

(
た
だ
し
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
二

か
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
は

年
七
・
三
%
で
す
)
。

更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
申

告
期
限
か
ら
一
年
以
内
で
す
(
平
成

元
年
分
に
つ
い
て
は
平
成
三
年
三
月

十
五
日
ま
で
)
。

少
な
く
申
告
し
て

い

た

と

き

は

「
修
正
申
告
」
を

確
定
申
告
後
に
税
額
を
少
な
く
申

告
し
た
こ
と
に
気
づ
い
た
と
き
は

「
修
正
申
告
」
を
し
て
正
し
い
税
額

に
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

修
正
申
告
は
、
な
る
べ
く
早
く
、

自
主
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
税
務

署
の
調
査
が
行
わ
れ
た
後
で
修
正
申

告
す
る
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
た
に

納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
税
額
の
ほ
か

に
、
そ
の
修
正
申
告
に
よ
り
納
付
す

べ
き
税
額
の
一
O
%
に
相
当
す
る
過

少
申
告
加
算
税
を
支
払
わ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
(
た
だ
し
、
期
限
内
申

告
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万
円

と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
越
え
る

と
き
は
、
そ
の
越
え
る
部
分
に
相
当
す

る
税
額
の
五
%
が
加
算
さ
れ
ま
す
)
。

た
だ
し
、
税
務
署
の
調
査
を
受
け

る
前
に
自
主
的
に
修
正
申
告
を
し
た

場
合
は
、
過
少
申
告
加
算
税
は
か
か

り
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
を

忘
れ
て
い
た
ら

¥/  
」ーーーーー一ーーーーーーーーーーーーーーーーー一ーーーーーーーーーーーーーーー一一ーーーーーー一ーーーーーーー一ーーーーーーー一ーーーーーーーーーーーーー一ーーーーーーーーーーー一ーーーー・一同ーーーーー一ーーーーーーーーー_..J
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築地新居チーム9年連続優勝/

第
同
同

町
内

今
年
で
十
回
目
を
迎
え
る
町
内

一
周
駅
伝
大
会
(
町
体
育
協
会
主

催
)
が
四
月
一
目
、
各
地
区
か
ら

十
二
チ

l
ム
か
参
加
し
て
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
押
原
中
学
校
校
庭

を
十
時
に
ス
タ
ー
ト
。
十
一
区
間

二
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ

て
健
脚
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。
選

手
達
は
、
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
好

レ
ー
ス
を
展
開
。
沿
道
や
中
継
点

に
つ
め
か
け
た
人
達
の
盛
ん
な
声

援
に
こ
た
え
て
い
ま
し
た
。

レ
ー
ス
は
、
築
地
新
居
チ
ー
ム

が
第
六
区
か
ら
ト
ッ
プ
を
奪
い
、

ほ
ぼ
独
走
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
九
年

連
続
優
勝
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

ー一一一--...‘

周
駅
伝
大
会

h
F

二
位
の
西
条
二
区
に

E
分
配
秒
の
差
を

つ
け
て
、
ゴ
ー
ル
テ

ブ
を
切
る
築
地

新
居
チ
l
ム
の
山
下
聖
光
選
手
。

...紙漉阿原チーム。第6区在力走し、第7区の柳沢智美

選手にたすきを手渡す清水幸広選手。

V 
1憂十十 九八七六五四三準

優
位位位位位位位位位勝 勝

西上 紙上 河押西河飯西時築
門

条河漉東条 条 i控
東 河

新一阿中 一 二 時富
門'白

田 区原東島越区西喰区 i チ
42 

チチチチチチチチチチ A1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ノJ ム

50 ムム ム ム ム ム引-""、

十

二

位

清

水

新

居
チ
l
ム

V
区
間
優
勝
者
(
敬
称
略
)

区
間
名

氏

名

地

区

第

一
区

坂

本

巧

西

条

一
区

第
二
区

田

口

高

信

紙

漉

阿

原

第

三

区

内

藤

真
由

美

築

地

新

居

第

四

区

磯

部

孝

美

飯

喰

第

五

区

丹

沢

隆

一

紙

漉

阿

原

第

六

区

横

内

和

美

築

地

新

居

第

七

区

柳

沢

智

美

紙

漉

阿

原

第

八

区

伊

藤

和

義

上

河

東

第

九

区

雨

宮

稔

河

東

中

島

第

十

区

花

形

敏

夫

紙

漉

阿

原

第
十
一

区

山

下

聖

光

築

地

新

居

V
区
間
タ
イ
記
録
者
(
敬
称
略
)

区

間

名

氏

名

時

間

第

六

区

横

内

和

美

6
分
日
秒

V
区
間
新
記
録
者
(
敬
称
略
)

区

間

名

氏

名

時

間

第

三

区

内

藤

真
由
美

6
分
初
秒

第
十
一区

山

下

聖

光

7
分
刊
秒

第
十
一
区
川
口
義
行

7
分

μ
秒

昭和町消防団が

一

l
川

E
E
-
-味

一

町
で
は
、

四
月
一

日
付
け
で
職
員
の
辞
令
交
付
を
行
い
ま
し
た。

(
)
内
は
旧
任

一

〈
昇
任
配
置
換
〉

一

厚
生
福
祉
課
係
長
(
建
設
課
副
主
査
)

佐
久
間
喜
美
江

一

住
民
課
係
長
(
経
済
課
副
主
査
)

山
本
登
美
江

一

〈
昇
任
〉

一

住
民
課
副
主
査
(
同
主
任
)

松

山

仁

一

税
務
課
主
任
(
同
主
事
)深

川

和

彦

一

住
民
課
主
任
(
同
主
事
)篠

原

正

浩

一

出
納
室
主
事
(
同
主
事
補
)

向

山

初

子

一

議
会
事
務
局
主
事
(
同
主
事
補
)

飯
室
美
恵
子

「
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
11

昭
和
町
消
防
団
は
、
昭
和
四
十
六
年

町
制
施
行
以
来
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の

生
命
や
財
産
を
は
じ
め
、
公
共
施
設
な

ど
を
火
災
か
ら
守
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

火
災
を
未
然
に
防
ぎ
、
風
水
害
な
ど
の

防
災
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

「郷
土
の
防
災
は
俺
達
の
子
で
」
の
精

神
で
日
夜
、
私
た
ち
の
生
活
を
守
っ
て

く
れ
て
い
る
消
防
団
。
こ
の
熱
意
と
日

頃
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
、

日
本
消
防
会
館
で
行
わ
れ
た
平
成
元
年

度
消
防
庁
長
官
{
疋
例
表
彰
の
席
上
、
消

カ
ん
と
う
じ
ゅ

防
庁
長
官
竿
頭
綬
を
受
賞
し
ま
し
た。

L一一一一一一一一一一一一一一一一

広報しようわ

事

動
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〈
新
採
用
〉

厚
生
福
祉
課
主
事
補
今
村

建

設

課

主

事

補

長

田

経

済

課

主

事

補

深

沢

都
市
開
発
課
技
師
補
伊
藤

教
育
委
員
会
主
事
補
神
沢

教
育
委
員
会
主
事
補
五
味

教
育
委
員
会
司
書
主
事
補丸

山

一 卓 辰敦 昌圭
治見美美 子一

洋
子

〈
退
職
〉

長
田
そ
の
子
(
厚
生
福
祉
課
係
長
)

〈
嘱
託
〉

柿
島
示
男
(
教
育
委
員
会
用
務
員
)

浅
川
玲
子
(
教
育
委
員
会
臨
時
司
書
)

長
田
ゆ
か
り
(
押
原
中
臨
時
教
員
)

表彰状と竿頭綬を手にする消防団幹部のみなさん。

T(左から、石原副団長、角野団長、野中副団長)



押
原
ミ
ド
ル
サ
"

ラフ

新
人
ス
ポ
少
サ
ッ
カ
ー
で
準
優
勝
/

押
原
ミ
ド
ル
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
は
三

月
十
一
・
十
八
・
二
十
一
・
二
十
五
日

の
四
日
間
、
敷
島
総
合
公
園
ほ
か
五
会

場
で
行
わ
れ
た
第
十
二
回
県
サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
(
中
学
生
の
部
)
新

人
大
会
で
見
事
準
優
勝
を
飾
り
ま
し

た。
こ
の
大
会
に
は
、
三
十
六
チ
l
ム
が

参
加
。
押
原
は
甲
府
北
東
や
竜
王
な
ど

と
対
戦
。
全
試
合
一
点
差
と
い
う
接
戦

で
し
た
が
、
ス
ペ

ー
ス
を
十
分
に
使
っ

た
積
極
的
な
攻
め
と
鮮
や
か
な
ボ
l
ル

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
相
手
ゴ
l
ル
を
脅
か

し
、
古
豪
・
強
豪
を
破
り
決
勝
戦
ま
で

勝
ち
進
み
ま
し
た。

決
勝
戦
で
は
、
双
葉
と
対
戦
。
一
点

を
争
う
好
ゲ
ー
ム
と
な
り
延
長
戦
か
と

思
わ
れ
ま
し
た
が
、
終
了
間
際
に
決
勝

ゴ
l
ル
を
奪
わ
れ
、
惜
し
く
も
優
勝
を

の
が
し
ま
し
た。

し
か
し
、
主
将
の
三
井
猛
樹
君
は

「県
新
人
戦
で
は
三
位
、
ミ
ド
ル
新
人
戦

で
は
準
優
勝
だ
っ
た
の
で
、
今
度
の
県

選
手
権
や
総
体
で
は
一
生
懸
命
練
習
し

て
、
優
勝
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た

い
」
と
力
強
く
今
後
の
抱
負
を
語
っ

て

く
れ
、
次
の
大
会
へ
の
意
気
込
み
を
み

せ
て
く
れ
ま
し
た。

大
会
の
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

マ
二
回
戦

押

原

1
1
0

甲
府
北
東

マ 押 マ
準三
々原因
決戦
勝 2

昨
日
r
L
川
J
4
3

、

笹
京
旬

押

2 

o 2 
I I 
o 1 

1 

ト
ラベ

ッ
ソ

)京

マ
準
決
勝

押

o 1 
I I 
o 0 

0 

こま己

屯

原

マ
決

勝

双

1 

1 0 
I I 
o 0 

0 

押

葉
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
準
優
勝
に
輝
い
た
押

原
ミ
ド
ル
の
メ
ン
バ
ー
。
次
の
大
会
で
も
優

d

司
勝
を
狙
っ
て
い
ま
す。

王

~ßJ⑥⑧ 
押原中校庭に桜の苗木を植栽

原

桜
の
木
の
植
栽
を
す
る
さ
く
ら
会
役
員
の
み
な
さ
ん

0

4
2フ
度
は
、
し
っ
か
り
と
根
を
は
る
と
い
い
で
す
ね
。

日

西
若
竹
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の
中
学

一
校
三
年
生
達
、
ガ
中
学
最
後
の
春
休
み

一
を
利
用
し
て
、
自
主
的
に
な
に
か
を

一
し
よ
う
と
三

寸一
1

1

1

1

1

1

1

1

1

一
日
一
軒
己

最
後
の
由

一
れ
れ
均

一
自
主
山

一
施

し

ぎ

し

一

奉

仕

-
た

一

.
4
4

一
八μ
刊
訂

一
河
西
若
竹
マ

一
り
、
午
前
九

一

一
時
か
ら
昭
和

「
I
l
l
i
t
-
-

一
バ
イ
パ
ス
の
コ
ス
モ
ス
街
道
を
中
山

一
に
各
自
が
分
担
を
決
め
、
空
き
力
ン

月

や
草
取
り
を
行
い
ま
し
だ
。

昭
和
四
十
八
年

度
の
押
原
中
P
T

A
で
結
成
す
る
さ

く
ら
会
で
は
三
月

二
十
一
日
、
押
原

中
学
校
校
庭
東
側

に
桜
の
木
の
植
込

み
作
業
を
行
い
ま

し
た
。同

会
は
、
昭
和

五
十
一
年
に
押
原

中
学
校
校
舎
が
落

成
し
た
こ
と
を
記

念
し
、
校
舎
前
と

校
庭
東
側
に
桜
の

木
を
植
栽
。
校
舎

前
の
桜
は
無
事
に

ぞ者i.I .事遂事 保|黒星約
いしボ -=-h 雷台 ~ Iパきこ
まてラ| 云云三 頭開 U7 Iイ力 時
しいン LZEぅ ，孔 ，-， Iパン間

弓芝ラ |生ヲ I Iい 1 6;選管
い戸清草は
」を掃を
と通は だしに中にに達クて作収 収
汗じ「中。て 大学 取奉 もラ い業集集
をて進学 い変生り仕自ブるを EZ袋
ぬ社学生 ま 感 の 組 活 主 の 老 行窪十
ぐ会し達 し l山 姿 む 動 的 人 人 っそ袋

育
ち
毎
年
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
す
が
、
校
庭
東
側
の
桜
は
、

校
庭
に

ま
く
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
影
響
か

ら
す
べ
て
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
後、
何
度
か
植
栽
を
試
み
ま
し
た
が、

い
ず
れ
も
失
敗
。
こ
の
た
め
、
町
教
育

委
員
会
に
依
頼
し
、
花
壇
を
整
備
し
て

も
ら
い
今
回
の
植
栽
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
さ
く
ら
会
の
役
員
さ
ん

達
、か
参
加
し
、
二
十
本
の
苗
木
を
「
立

派
な
花
を
つ
け
ま
す
よ
う
に
」
と
願
い

を
込
め
な
が
ら
、

一
本
一
本
丁
寧
に
植

え
て
い
き
ま
し
た
。
清
水
裕
会
長
は

「
今
度
は
立
派
に
育
っ
て
ほ
し
い
。将
来

は
、
こ
の
下
で
会
の
人
達
と
花
見
が
で

き
た
ら
」
と
汗
を
流
し
な
が
ら
期
待
を

膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

がポ清

幻罪
つテ 業

:Z J子
だ精る

三宮署
ね忘 子
。れど
す も

れ ブ

か卒 ザ ‘一一菅ー・一一一一一一1 ら業 可電車弘吋泌溜圏困層醤轟置冨置圃.
l も 生 1 可櫨留置甑圏園田盟国園田園 l

V I 古聖E謹-団圏ー唱竺-置-ヨ唖面・画壇-
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ソブトボールが
人生の大きな宝に

久保田寿夫さん 34歳(築地新居)

日
に
日
に
暖
か
く
な
り
、
野
球
や
テ
ニ

ス
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
の
到
来

で
す
。
町
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

も
四
月
二
十
五
日
に
開
幕
を
告
げ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
今
月
は
、
昭
和
一
般
男
子

の
エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
築

地
新
居
の
久
保
田
寿
夫
さ
ん
に
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
始
め
た
き
っ
か
け
な
ど
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
昭
和
町
に
転
居
し
て
、
三

年
目
の
春
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

知
人
の
紹
介
で
地
区
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
に
入
っ
て
、
ず
い
ぶ
ん
と
試
合
の
数
が

冨

Z
増
え
た
と
実
感
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

吋」
3
・
さ
て
、
私
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
出
合
い
と

d
，

ι・
い
う
の
は
、
非
常
に
お
も
し
ろ
い
エ
ピ
ソ
l

、，m圃
ド
が
あ
る
の
で
す
。
私
が
現
在
の
会
社
に

/
む
圃
入
社
し
た
十
九
歳
の
頃
、
会
社
の
先
輩
に

な
一
フ
ト
ボ
ー
ル
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を

L
i

tsμ
圃
人
が
い
ま
し
た
。
そ
の
先
輩
が
「
も
し
、
俺

，
内
圃
の
投
げ
た
球
が
パ
ッ
ト
に
当
た
っ
た
ら
各
一

aa--

お
ご

a島
Ea

飯
を
奪
る
」
と
い
う
の
で
さ
っ
そ
く
試
し

2
5・
ま
し
た
。
そ
の
結
果
た
る
や
悲
惨
な
も
の

d
u
で
し
た
。
初
め
て
見
る
ウ
イ
ン
ド
ミ
ル
投

圃
方
か
ら
投
げ
出
さ
れ
る
球
の
ス
ピ
ー
ド

.
は
、
私
に
と
っ
て
驚
異
的
な
早
き
で
し
た
。

ま
る
で
バ
ッ
ト
に
ボ
ー
ル
が
当
た
ら
な
い
の

で
す
。

そ
れ
ま
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
女
子

の
ス
ポ
ー
ツ
と
思
っ
て
い
た
私
は
考
え
を

一
変
し
、
た
ち
ま
ち
ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
憧
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
先
輩
に
教
え
て
も
ら
い
、

三
年
間
ぐ
ら
い
は
毎
朝
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
相

手
に
練
習
し
、
四
年
目
ぐ
ら
い
か
ら
試
合

に
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
頃
は
毎

晩
と
い
う
ぐ
ら
い
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
楽
し

く
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
年
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
疲

労
感
の
ほ
う
が
先
に
た
つ
よ
う
に
な
り
体

の
衰
え
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
大
勢
の
友
人
を
得

る
こ
と
が
出
き
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
に
お
い
て
大
き
な
宝
に
な
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
尚

一
層
地
域
の

人
と
の
友
情
を
深
め
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
、

自
分
自
身
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
な
ど
と
て
も

教
え
ら
れ
る
立
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

も
し
ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
な
っ
て
み
た
い
人
が
い

ま
し
た
ら
い
つ
で
も
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。
今
後
は
、
後
輩
の
育
成
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

.これからも、地域の人達との受流や
健康づくりに役立てたい。

ー づくD料理
・材料4人分

豚肉のうすぎり B枚青しその葉 8枚油適宜*衣一一小麦粉とき卵パ

ン粉 *つけ合せ一一人参適宜フライドポテト適宜バター少量塩、こし

よう少量

・作り方

①豚肉を広げ、塩、ごしようするその上にしその葉をのせ端からくるくるまい

ておく。

②小麦粉、とき卵、パン粉をつけ、からりと揚げる。

出来上った豚肉は半分のところで斜に切る。

③フライドポテトも油で揚げる(一番先に揚るとよい)。

④人参は 4cmの長さに切り、 4つ割にし、面とりしてゆでる。

ゆで、あがった人参に、塩、こしょうしてバターでいためる。

⑤皿に人参、フライドポテト、豚肉のしそ巻き揚を盛り好みの、ノースで、召上っ

てください。

一、‘‘

/

「
し

r

一伝

一

~
、、d
l
J

/
寸
下

豚
肉
の

し
そ
巻
き
揚
げ

栄養改善推進員

後藤妙子さん(上河東二区)

卜ちょっと一言 | 
青しその香りが何とも言えません。簡単

ですので忙がしい時にはよいと思いま

す。また肉がうす切りですので、歯の弱

い方にも食べられます。

-ご
う
ほ
う
排
句

人
寄
せ
の
ご
ま
め
を
炊
け
る
外
か
ま
ど

枝
に
傘
と
ら
れ
も
し
て
は
梅
を
見
る

半
吉
や
余
果
、
の
空
の
神
の
鈴

繕
ら
ひ
の
ど
ぎ
れ
て
暗
き
春
の
燭

葱
植
え
て
麦
わ
ら
帽
子
重
き
午
後

葱
植
え
の

一
人
に
惜
し
き
タ
桜

八
ツ
岳
へ
野
火
走
り
て
は
人
走
り
け
り

古
里
ど
同
じ
町
名
山
笑
う

茄
子
を
接
ぐ
十
脂
に
膏
薬
貼
り
に
け
り

花
見
ん
と
ひ
た
む
き
に
杖
を
曳
〈

娘
に
見
舞
わ
れ
老
の
鏡
舌
院
ぬ
く
し

釣
れ
し
鯉
事
務
所
へ
見
せ
に
春
休
み

寒
戻
り
老
い
の
通
院
紅
薄
〈

連
麹
の
八
方
く
づ
れ
縛
ら
れ
て

信
億
去
る

日
暮
は
紺
に
春
の
雪

墨
す
っ
て
余
寒
の
膝
を
正
し
く
す

風
花
や
子
の
風
船
飛
び
た
が
り

ネ
草
ゃ
い
つ
よ
り
か
こ
ご
み
癖
っ
き
し

春
の
廃
品
分
厚
き
チ
ラ
シ
閉
じ
し
ま
ま

母
の
忌
の
形
不
揃
に
蓬
餅

旅
帰
り
余
寒
ま
ど
い
て
別
れ
け
り

施
盤
工
農
に
一
反
り
ぬ
春
の
風

枯
野
来
て
真
青
き
も
の
を
摘
み
帰
る

暖
か
や
日
影
広
が
る
大
棒

固
ま
れ
て
い
て
屈
詫
の
春
寒
し

疎
と
な
り
し
友
に
余
寒
の
眼
を
伏
せ
て

草
萌
や
子
に
自
転
車
買
い
与
う

春
眠
や
習
字
用
具
を
枕
に
し

雨
宮

井
上
ま
さ
江

イ宇
藤

磯
告F

小
沢
百
合
子

長
田
そ
の
子

河
田

輿
石
さ
晶
代

塩
田

高
野

内
藤
ふ
く
次

中
;尺

松
岡

薬
袋

--
広報しようわ ③ 平成2.5.I 
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なるみ

樋口成美ちゃん
・H1.10. 5生 (河東中島)

・ (父)情・(白)八百子

あおい

秋山葵ちゃん M 

• H1.什. 25生 (土河東二区 fi.

・ (父)保宏・(田)幸子 倭

ひまわり 3 

名前の由来一「向日葵」の花のように、明るく 費名前の由来ータツ年に生まれだのでタツに関

素直にのびのびと育ってほしいと願い、名{寸 霊する名前を第一優先にあれこれ思案し侍風を

けまし定。 :1とりいれ、龍介としましだ。

りゅうすけ

金子龍介くん
・863.8. 9生 (西条一区)

・(父)敏明・(田)トク子

医直面iメ|号
ヲ除薬ω相互作用について

山梨医科大学医学部附属病院

薬剤部医薬晶情報室

主任鈴木正彦

蜘咽喝骨'MI"湯舟9助制~.:.""量.. 1 

-
+
)
川
町
寸

小
学
校
の
算
数
で
は
プ
十

7
H
m
と
習

い
ま
す
が
、
薬
の
場
合
に
は
一

+一

が
こ

と
な
る
こ
と
は
少
な
く
、
作
用
は
三
倍
に

も
四
倍
に
も
な
っ
た
り
、
逆
に
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
(
こ
れ
在

薬
の
「
相
互
作
用
」
と
言
い
ま
す
)

.薬
は
、
使
い
方
を
誤
る
と
毒
に
も
な
る
も

の
を
、
微
妙
な
調
節
に
よ
り
病
気
の
治
療
に

使
用
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
、
か
「薬
は

諸
刃
の
剣
」
と
言
わ
れ
る
所
以
で
す
。

最
近
は
、
医
学
書
や
薬
晶
霊
園
、
か
容
易
に

入
手
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
患
者
さ
ん
が

自
分
の
病
気
や
薬
に
つ
い
て
多
く
の
情
報

を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

自
分
の
病
気
や
飲
ん
で
い
る
薬
に
つ
い

て
理
解
し
、
日
常
生
活
の
上
で
常
に
注
意

を
払
う
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
。

薬
の
飲
み
方
や
お
き
る
か
も
し
れ
な
い

副
作
用
な
ど
は
、
患
者
さ
ん
が
当
然
知
っ

て
お
く
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
知
ら

す
に
薬
を
飲
む
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、

「少
し
良
く
な
っ
た
か
ら
」と

か
「
病
気
の
こ
と
は
医
学
書
で
読
ん
で
お

り
、
自
分
の
具
合
は
自
分
が
一
番
わ
か
る
」

な
ど
と
言
っ
て
、
自
分
勝
手
な
判
断
で
渡

さ
れ
た
薬
の
量
や
回
数
を
増
減
し
た
り
、

服
用
在
中
止
す
る
な
ど
の
行
為
は
非
常
に

危
険
で
す
。

一
つ
ひ
と
つ
の
薬
の
量
を
で
き
る
だ
け

少
な
く
し
て
副
作
用
を
抑
え
、
か
っ
、
効

果
だ
け
一
+
一
が
三
や
四
に
な
る
よ
う
に

薬
は
併
用
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
つ
の

薬
を
中
止
す
る
だ
け
で
全
体
的
な
効
果
が

著
し
く
低
下
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
の
薬
な
ど

で
は
、
長
期
間
飲
み
続
け
た
あ
と
急
に
中

止
し
た
り
、
併
用
さ
れ
て
い
る
薬
の
一
つ

を
中
止
し
た
り
す
る
と
、
異
常
に
高
い
血

圧
や
血
糖
値
を
示
し
重
篤
な
症
状
に
陥
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

薬
の
飲
み
方
や
量
は
く
れ
ぐ
れ
も
お
守

り
く
だ
さ
い
。

病
院
か
ら
渡
さ
れ
た
薬
に
加
え
、
薬
局

か
ら
買
っ
た
薬
在
一
緒
に
飲
む
行
為
も
、

そ
れ
が

一
+
一

が
三
や
四
に
な
る
組
合
せ

の
可
能
性
も
あ
り
非
常
に
危
険
で
す
。

し
か
し
、
所
用
で
病
院
に
行
け
な
い
時

な
ど
で
は
、
薬
局
で
薬
を
買
っ
て
飲
ま
ざ
る

一常
々

t
t今

一

合

お
誕
生

。

一

C
内
は
保
護
者

一
⑨
西
条
一
区
マ
雨
宮
春
美
(
春
彦
)

一
マ
高
砂
咲
(
修
)
マ
比
嘉
盛
人
(
芳

一
郎
)

マ
保
坂
昌
(
幸
)
⑨
西
条
二
区

一
マ
橘
田
ゆ
か
り
(
五
六
)
マ
古
屋
友

一
希
(
宏
昭
)
⑨
清
水
新
居
マ
高
野
昌

一
子
(
悦
郎
)
⑨
築
地
新
居
マ
雨
宮
範

一
季
(
茂
)
マ
小
池
真
智
子
(
忠
)
⑨

一
飯
喰
マ
鴻
池
友
(
積
)
⑨
河
西
マ
有

一
井
里
花
(
宏
之
)
⑨
上
河
東
二
区
マ

一
林
千
品
(
亨
)

を
得
な
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
薬
局
の
薬
剤
師

に
病
院
か
ら
渡
さ
れ
た
薬
在
知
ら
せ
、
組

合
せ
の
可
否
を
相
談
し
、
飲
み
方
や
注
意

を
し
っ
か
り
聞
き
、
少
し
で
も
不
明
な
点

が
あ
れ
ば
、
薬
剤
師
に
説
明
を
受
け
て
か

ら
飲
ん
で
く
だ
さ
い
(
そ
の
薬
局
に
あ
な

た
の
体
質
や
薬
の
服
用
履
歴
を
熟
知
し
て

い
る
主
治
薬
剤
師
、
か
い
れ
ば
最
良
な
の
で

す
が
)
。

私
達
は
、
飲
み
方
や
副
作
用
の
発
現
に

注
意
が
必
要
な
患
者
さ
ん
に
、
窓
口
で
薬

を
渡
す
際
に
飲
み
方
や
注
意
事
項
な
ど
を

説
明
し
て
い
ま
す
が
、
薬
に
関
し
て
不
明

な
点
や
薬
を
飲
み
始
め
て
か
ら
変
っ
た
点

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い。

山
梨
県
薬
剤
師
会
で
は
、
薬
事
情
報
セ

ン
タ
ー
(
富
田
|
9
3
1
0
)
を
設
置
し
、

一
般
の
方
か
ら
の
電
話
に
よ
る
質
問
や
相

談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

企
画
財
団
法
人

里
仁
会

平
成
二
年
三
月
一
日
i
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
届
出
(
叡
祢
略
〉

• 結

婚

• 
⑨
西
条
二
区
マ
福
井
誠
・
雨
宮
栄

子

⑨

西
条
新
田
マ
深
津
昌
充

・

深
津
み
ど
り
⑨
河
東
中
島
マ
荻

野
健
・
広
瀬
真
弓
⑨
紙
漉
阿
原

マ
秋
山
久
樹
・
片
田
ち
と
せ

マ

五
味

一
庚
・
柳
本
妙
子
⑨
飯
喰

マ
三
井
勝
広
・
渡
辺
正
代
⑨
河

西
マ
落
合
和
久
・
前
原
詠
子

マ

土
橋
光
二
・
中
込
美
加
子
⑨
上

河
東
二
区
マ
工
藤
久
光
・
松
野
恵

平成2.5.I 広報しようわ⑨ 



定JおrlÇJ ~
単
純
労
務

職
員
の
採
用

募
集
に
つ
い
て

町
で
は
、
小
学
校
用
務
員
の
退
職
に

と
も
な
い
そ
の
補
充
の
た
め
、
次
の
要

領
で
単
純
労
務
職
員
の
募
集
を
行
い
ま

す
。

V
職
種
と
募
集
人
員

・
単
純
労
務
職
(
用
務
員
)

一
名

V
応
募
資
格
(
町
内
在
住
者
を
優
先
採

用
)

温
泉
が

夏
時
間
と
な
り
ま
す

総
合
会
館
の
温
泉
利
用
時
聞
が
左
記

の
と
お
り
裏
時
間
と
な
り
ま
す
。

V
五
月
七
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
o

v包
週
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
(
午
前
十

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
)

V
夜
間
利
用
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど

お
り
(
水
・
土
曜
日
〉
午
後
五
時
か

ら
午
後
八
時
ま
で
で
す
。
な
お
、
夜

間
は
¥
回
数
券
で
の
利
用
と
な
り
ま

す
の
で
(
お
金
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
)

前
も
っ
て
購
入
し
て
く
、
だ
さ
い
。

V
先
月
か
ら
包
月
第
二
、
第
四
日
曜
日

(
正
午
か
ら
午
後
八
時
〉
も
温
泉
に

入
浴
(
回
数
券
の
み
)
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
疋
の
で
ご
利
用
<
、
だ
さ
い
o

vお
問
合
せ
役
場
厚
生
福
祉
課

(箇

万
1
2
7
7
4ー
内
線
⑬
〉
ま
で
。

-
学
歴
不
問
・
年
齢
五
十
歳
未
満
の

方-
普
通
自
動
車
免
許
証
所
持
者
を
優

先
採
用

V
応
募
締
切
り
五
月
二
十
一
日
開
午

後
五
時
ま
で
。
た
だ
し
、
応
募
定
員

に
達
し
た
場
合
は
随
時
締
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

V
応
募
先
・
お
問
合
せ
職
員
採
用
試

験
申
込
書
(
役
場
総
務
課
に
あ
り
ま

す
)
に
履
歴
書
を
添
え
て
、
役
場
総

務
課
(
箇
万
|
2
1
1
1
内
線
@
@
)

ま
で
直
接
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

出
合
い
は
ダ
ン
ス
か
ら
/

社
-
父
‘
タ
ン
ス

教
室
開
催

社
交
ダ
ン
ス
教
室
の
初
心
者
コ
ー
ス

が
は
じ
ま
り
ま
す
。
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

V
日
時
六
月
か
ら
八
月
ま
で
の
毎
週

金
曜
日
午
後
八
時
か
ら
午
後
九
時

三
十
分
ま
で

V
場
所
総
合
会
館
軽
運
動
室

V
参

加

料

二

千
五
百
円
(
講
習
初
日

に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
)

V
定

員

四

十
名

V
お
申
込
み
町
文
化
協
会
事
務
局

(
富
市
|
3
7
3
7
)ま
た
は
、

町
社

交
ダ
ン
ス
部
長
雨
宮
武
造
氏
(
富
市

|
3
5
3
4
)
ま
で
。

老
人
家
庭
奉
仕
員

(ホ
i
ム
ヘ
ル
パ
l
)
を

募
集
し
て
い
ま
す

在
宅
福
祉
充
実
の
た
め
、
老
人
家
庭

奉
仕
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

V
採
用
人
員

一
名

V
応
募
資
格
健
康
で
寝
た
き
り
老
人

の
介
護
や
世
話
の
で
き
る
方
。
軽
自

動
車
運
転
免
許
以
上
の
免
許
所
持
者

V
応
募
締
切
り
五
月
二
十

一
日
開
午

後
五
時
ま
で
。

V
応
募
先
・
お
問
合
せ
職
員
採
用
試

験
申
込
書
(
役
場
総
務
課
に
あ
り
ま

す
)
に
履
歴
書
を
添
え
て
、
役
場
総

務
課
(
園
日
|
2
1
1
1
内
線
@
@
)

ま
で
直
接
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
者
集
一

一

円
H
U

一

一
命

M

一

一
参
募

一

町
教
育
委
員
会
で
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
ビ

リ
ヤ
ー
ド
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

V
日
時
五
月
中
旬
か
ら
七
月
下
旬
ま

で
の
計
六
回
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
午
後
九
時
三
十
分
ま
で

V
場
所
ビ
リ
ヤ
ー
ド
は
う
す
ピ
ッ
ク

リ
バ

l
昭
和
町
(
昭
和
教
習
所
前
)

V
対
象
十
八
歳
以
上
の
青
年
男
女

V
定
員
五
十
名

V
参
加
料
無
料

V
申
込
み
期
限
五
月
十
日
か
ら
十
七

日
ま
で

V
お
申
込
み
町
教
員
委
員
会
(
圏
内

|
3
7
3
7
)
ま
で
。

ビ
リ
ヤ
ー
ド

教
室
開
催

春
風
を
切
っ
て
す
イ
ク

υシ
ク

瞳

富
士
川
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

園

フ
ェ
ア
l
開
催

春
風
を
切
っ
て
河
沿
い
を
サ
イ
ク
リ

ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
建
設
省
甲
府

工
事
事
務
局
な
ど
の
主
催
で
「
第
四
回

富
士
川
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
フ
工
戸
1

」
を

開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
・
グ
ル
ー
プ
で

ご
参
加
く
、
だ
さ
い
。

v
日

時

五

月
二
十
日
目
午
前
八
時

三
十
分
に
信
玄
堤
三
社
神
社
脇
に
集

合
(
雨
天
の
場
合
は
五
月
二
十
七
日
)

V
場

所

釜

無

川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
口
|

ド
V
定
員
六
百
名
(
参J
加
無
料
)

V
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
役
場
建
設

課
(
箇
苅
|
2
4
1
7
4
l内
線
③
⑪
)

岡

山
の
都
大
学

庖

受
講
生
募
集

第
七
期
山
の
都
大
学
で
は
、

五
月
十

二
日
に
堀
内
恒
夫
氏
、
以
降
、
高
市
早

苗
氏
、
五
木
寛
之
氏
、
鈴
木
健
二
氏
を

講
師
に
迎
え
本
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

ま
た
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
も
内
容
の
濃
い

五
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

V
お
申
込
み
方
法
年
間
受
講
料
三
千

円
を
添
え
て
、
お
近
く
の
山
梨
中
央

銀
行
本
・
支
庖
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
山
の
都
大
学
専
用
の
振
込
用
紙
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

V
お
問
合
せ
甲
府
青
年
会
議
所
内

山
の
都
大
学
事
務
局
(
冨
お
l
5
4

2
3
)
ま
で
。

あ
り
カ言
ど

V
西
条
二
区
の
五
味
五
郎
氏
が
米
寿
を

記
念
し
て
、
カ
ラ
オ
ケ
・
セ

ッ
ト
を
寄

付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
町
で
は
、

町
総
合
会
館
軽
運
動
室
に
設
置
し
、
お

祭
り
や
催
し
物
な
ど
の
時
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

V
松
下
電
器
産
業
株
式
会
社
で
は
、

清

里
の
森

「リ
ゾ
ー
ト
昭
和
」
に
カ
ラ
オ

ケ
・
セ
ッ
ト
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
大
広
間
に
設
置
し
、
利
用
者
の

方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

V
河
東
中
島
の
斉
藤
す
ず
江
さ
ん
は
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
た
く
さ
ん
の
衣

類
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ

の
衣
類
は
、
昭
寿
荘
の
お
年
寄
り
に
着

て
い
た
だ
き
、

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

自
治
宝
く
じ
発
売
を
開
始

地
域
の
自
主
防
災
な
ど
に
役
立
て
ら

れ
て
い
る
自
治
宝
く
じ
の
発
売
を
西
条

二
区
の
上
杉
酒
庖
(
箇
万
1
2
0
5
2
)

で
始
め
き
し
だ
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔ZTT21
「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

==8月分--

⑬ 平成2.5.I 広報しようわ



保健衛生だより

手し 児 健 康

実施日 受付時間及び地区

午後 1時00分-1時30分
(押原地区)

5月18日 午後2時00分-2時30分
(金) (常永地区)

午後 3時00分-3時30分
(西条地区)

実施日 受付時間及び地区

午後 1時00分-1時30分
(押原地区)

5月25日 午後2時日日分-2時30分
(金) (常永地区)

午後3時00分-3時30分
(西条地区)

き介
ロジ

該当児

平成元年10月

出 生 児

平成 2年 1月

出 生 ~日U 

該 当児

平成元年4月

出 生 児

平成元年 7月

出 生 ~日U 

資

場所

手念

d仁f1h 

iz2zh t 

館

場所

d口~ 

館 l

西条一区西条二区清水新居西条新田

押越河東中島紙漉阿原

築地新 居 飯 喰 河 西 上 河 東 上 河 東二区

持ち物母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付時間の地区割は、待ち時間を少なくするためですので

ご承知ください。

3種混 合 予 防 接 種

日 時 5 月 24 日(木)午後 1 時 ~2 時

場 所総合会館

該当児
砂I期…昭和62年 9月1日~昭和63年 2月28日までの出生児。
砂II期… I期 3回を完了して 1年から 1年6か月以内の者。

砂昭和62年3月1日~昭和62年8月31日までの出生児で未接種

者。
持ち物母子手帳・問診票

〈注意事項〉

O体温がはかつてないと接種できません。前夜と当日の体温
は必ず、はかつてください。

O問診票の記入もれや押印の忘れがないよう注意してくだ

さい。

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉
①発熱している者、または著しい栄養障害者。

②心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。

③はしか(MMR)、BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か
月以内の者。

④ 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした者。

実施日 5月29日(火)

受付時間午後 1 時 ~1 時30分
場 所総合会館

該 当児昭和62年 3月 1日~昭和62年 4月30日までの出生
児、及び前回未受診児。

持ち物母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べものについて

の質問票。
※尿検査がありますのでご承知おきください。

⑪ 広報しようわ 平成2.5.I 

因子手帳受付及び一般健康相談B

日時 5 月 8 日(火)・ 19目的午前 9 時~11時30分
場所総合会館

※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してください。妊

娠証明書は、必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、
栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしてい

ますので、お気軽にお出かけください。

春期ポリオ生ワクチン投与

日時 5 月 7 日(月)午後 1 時 ~2 時
場所総合会館

該当児 ~1 回目……平成元年 8 月 1 日~平成 2 年 1月 31 日
までの出生児。

~2 回目……平成元年 2 月 1 日~平成元年 7月 31 日
までの出生児。

V平成元年2月1日以前に生れた子で4歳以下の未

投与者

持ち物母子手帳・問診票

※追加投与……上記の実施日に投与できなかった幼児につ

いて追加投与を 5月 17 日(木)午後 1 時~1時
30分まで実施します。

<注意事項>

・体温は必ずはかつてください。
・問診票の記入もれ、押印の忘れがないようにしてください0

.投与を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

<つぎのような人は投与できません>
①現在下痢をしている人、または発熱している人。

② 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした人。

③はしか(MMR)、BCG接種を受けてから 1か月以内の人。

④ 3種混合予防接種を受けてから 2週間以内の人。

実施日 5月 11日(金)

受付時間午後 1 時~1 時30分

場 所総合会館

該当児昭和60年 2月1日~昭和60年 4月30日までの出生

児。及び前回未受診児。

持ち物母子手帳・ 5歳児健診質問票

※尿検査がありますのでご承知おきくださしユ。

実 施 日 5月30日(水)
受付時間午後 1 時~1時 30 分
場 所総合会館

該当児平成 2年1月1日~平成 2年2月28日までの出生児。

持ち物母子手帳

日時 5 月 29 日(火)午前10時20分~10時25分

場所総合会館前
※収集車がくるまでは飼王もいっしょにいてください。ま

た、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでし

っかり封をしてください。

<犬をお飼いのみなさまへ>

最近、犬の放し飼いによる苦情が多く寄せられています。

犬は必ずクサりなどでつないで飼いましょう。
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心配ごと相談 |ビリヤード教室申込み開始15歳児健康診査(総合会館)1役場開庁
(総合会館午後l時"-')1日(-17日・10P参照) 1 県スポレク祭

寝たきり老人入浴サービス (-----13日・都留)
(総合会館午後 l 時~)

シェイプアップ教室
(総合会館午後 8 時~)

総合会館温泉夏時 |初心者テニス教室

間開始(午前叩時-1(釜無グラウンド

午後4時 10P参照)1 午後 8時-----)
|母子手帳交付及び

春期ポリオ生ワクチン|一般健康相談日

投与(総合会館総合会館)
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母の日

シェイプアップ教室
(総合会館午後8時，，-，)
リハビリ教室

(総合会館)

母子手帳交付及び

一般健康相談日

(総合会館)

心配ごと相談 |寝たきり老人入浴サ

(総合会館午後 l時"-')1ービス
行政相談 I(総合会館午後l時，，-，)
(中央公民館午後l時"-')1ポリオ生ワクチン追加

投与(総合会館)

初心者テニス教室

(釜無グラウンド
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家内労働旬間
(------31日)

20委

役場開庁乳児健康診査

(総合会館)

社会の風紀環境を

浄化する運動

シェイプアップ教室
(総合会館午後8時，，-，)
3種混合予防接種

(総合会館)

心配ごと相談

(総合会館午後1時，，-，)
初心者テニス教室
(釜無グラウンド

午後8時-----)

第 4回 |単純労務職員及び

富士川ウオッチング iホームヘlレバー探
フェアー |用応募締切り日

(10P参照)1 Cl0P参照)

f 献血にこ、協力ください「

砂日時 5月1日(火) 午前9時

30分~午後3時30分

※だだし、午前竹時30分~午

後零時30分までは受付を休

さ表せてい疋だきます。

砂場所役場前

31百30委
ゴミゼ、ロの日

環境美化句間

心配ごと相談

(総合会館午後 l時，，-，)

乳児整形外科検診

(総合会館)

29議

初心者テニス教室
(釜無グラウンド

午後8時-----)
3歳児健康診査

(総合会館)

不用犬猫収集日
(総合会館前)

28~ 27奇

春の球技大会

(押中他)

※今月は、 祝祭 日が多いため、燃える物の収集を

押原・常永地区でも 5月 1日に行いま すのでご

利用 ください。

※必ず町指定の収集袋または荷札を使っ て出して

ください。

※収集袋、 荷札には必ず住所、氏名を記入して く

ださい。

※収集 日の当日午前 8時30分までに出してく ださい。

※可燃物、 不燃物の分別はし っか りおこなっ て く

ださい。

※台所のゴミは水切 りを して出してください。

広報しようわ
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